
 

 

 

のと鉄工第５号 
 

 

小又川橋梁以下５橋梁撤去工事 
 

【般若川橋梁】 
 

 

 

 

撤去設計図 
 

 

 

 

令和 8 年 8 月 
 

 

 

 

の と 鉄 道 株 式 会 社 



番 号 図    面    名    称 枚　数

図　　　面　　　目　　　録

12～17
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1～6 6般若川橋梁　撤去一般図（1/6）～（6/6）

3

般若川橋梁　施工ヤード計画図

般若川橋梁　既設構造物撤去図(1/3)～(3/3)

5般若川橋梁　撤去工詳細図（1/5）～（5/5）

8般若川橋梁　施工要領図（1/8）～（8/8）

1

22～23 2般若川橋梁　ブロック積擁壁詳細図(1/2)～(2/2)
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般若川橋梁　撤去工一般図(1/6)
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撤去概要一覧表

※掘削に伴い構造物等が確認された場合、監督員と協議の上で撤去の有無を決定する事。

破壊工法（打撃破壊） バックホウ（ブレーカ）

※工事実施の床掘時にキャスポルにて地盤支持力の確認する必要がある。

　また、不足する際には土質試験実施のうえ、地盤改良や置換を検討すること。

破壊工法（打撃破壊）
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※橋脚橋台撤去作業に伴い、土留等が必要な場合は監督員に届出て確認を受けること。

バックホウ（ブレーカ）
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作

珠洲市宝立町春日野　地内
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のと鉄道株式会社
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般若川橋梁　撤去工一般図(2/6)
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のと鉄道株式会社
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作
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般若川橋梁　撤去工一般図(3/6)
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正 面 図

S=1:50

側 面 図背 面 図

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。

500 3800 500

5
0

9
7
0

6
9
0
8
0
2
5
0

300

5
0
00

2
0
00

9
0
0

300 3700 300

4300

2170

960

300 710

3
3
0

1
2
70

5
0

9
7
0

5
0
00

3330 900

4230

2
0
00

3
0
0

6
00

1
:
2
0

1:
7

490

穴水方 蛸島方

500 3800 500

5
0

9
7
0

6
9
0
8
0
2
5
0

5
0
00

2
0
00

9
0
0

300 3700 300

4300

300

960

4230

4
3
00

3
80
0

5
0
0

5
0
0

平 面 図

工 事 名

河 川 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

般若川

珠洲市宝立町春日野　地内

般若川橋梁　撤去工一般図(3/6)

のと鉄道株式会社

S=図示

 3 ／　25 　　枚の内

令和 7 年度

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



般若川橋梁　撤去工一般図(4/6)
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正 面 図

S=1:50

側 面 図背 面 図

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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令和 7 年度

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



般若川橋梁　撤去工一般図(5/6)

P1橋脚
S=1:50
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【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



般若川橋梁　撤去工一般図(6/6)

P2橋脚
S=1:50

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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般若川橋梁　施工ヤード計画図

平 面 図 S=1/200

スロープ部断面 S=1/100

上部工撤去～下部工(P1橋脚）撤去 下部工（P2橋脚、A2橋台）撤去時
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般若川橋梁　既設構造物撤去図（1/3）
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般若川橋梁　既設構造物撤去図（2/3）

既設護岸 撤去・復旧

S=1/100

平 面 図

正 面 図

S=1/150

側 面 図 S=1/50
既設護岸撤去工　数量計算 １式当たり

数　量算　　　式種　別 備　　考単位

m3構造物とりこわし工

橋側歩道　撤去

S=1/50側 面 図

S=1/50平 面 図

断 面 図 S=1/20

4.306 左岸側既設護岸

m3構造物とりこわし工 7.344 右岸側既設護岸

右岸側左岸側

3.120x0.300x4.600

3.120x0.400x5.966-π(0.18)^2

既設排水管 撤去 S=1/20
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珠洲市宝立町春日野　地内

般若川橋梁　既設構造物撤去図(2/3)

のと鉄道株式会社

S=図示

22 ／　25 　　枚の内
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作
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般若川橋梁　既設構造物撤去図(3/3)

平 面 図 S=1/200

断 面 図 S=1/50
右岸側 土留め壁 左岸側 土留め壁

擁壁断面図 S=1/50

擁壁工　撤去数量計算
種別 算式 単位 数量 備考

土留め壁①取壊し 32.202x(0.400+0.756)/2 m3 18.613 破壊工法（油圧破壊）

土留め壁②取壊し 35.023x(0.400+0.767)/2 m3 20.436 破壊工法（油圧破壊）

土留め壁③取壊し 28.906x(0.400+0.703)/2 m3 15.942 破壊工法（油圧破壊）

土留め壁④取壊し 31.271x(0.400+0.767)/2 m3 18.247 破壊工法（油圧破壊）
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珠洲市宝立町春日野　地内

般若川橋梁　既設構造物撤去図(3/3)

のと鉄道株式会社

S=図示
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